
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

女性活躍推進事業【鎌倉市】

目的・目標

事業の特徴

鎌倉に暮らす働きにくい世代（子育て中、介護中の主婦など）の働く環境整備を
主に行っている市民団体と協働で事業を実施し、市民に寄り添った内容とするこ
とで、子育て世代や就労ブランク世代もいきいきと働くことができるようになる。
具体的には、当セミナー参加者のうち５名が就労に結びつくことを目標とする。

平成29年度から続けて実施してきた本セミナーの認知度は上がってき

ており、ニーズに一定程度応えられていると感じていたが、令和３年度
は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、参加者が伸び悩んだこと
から、令和４年度に向けて、より満足のいく事業となるよう内容も含め協
働事業者と検討をしていく。

鎌倉市の女性は、正規雇用率が高い状況にある一方、子育て家庭の女性の
場合、パート・アルバイトなど、短時間勤務や柔軟な就労形態を希望する面も
ある。一方、事業所ではソフトな対応ができるイメージの女性の求人が高まって
いる状況である。そのような状況の下、事業所、働く男女、これから働こうとす
る女性の意識を変えることを第一歩として、女性が様々なライフステージ、キャ
リア等に応じて就労できる環境を整えていく必要がある。

子育て世代や就労ブランク世代などの女性が自分らしく働くにあたっての支援
ができるようなセミナーを計４回開催し、女性の就労をサポートするとともに、
女性の採用に積極的な事業者とセミナー参加者とのマッチングを行った。令
和２年度よりも短期間に集中して実施し、連続での受講を促すことで、より就
労に結びつけるよう努めた。
実施にあたっては、平成29年度鎌倉市協働事業に採択された「女性のセカン

ドキャリアステップセミナー」の実施団体である「かまくら主婦’ｓネットワーク」と
の協働で行った。

女性の活躍を推進するため、働こうとする女性の就労をサポートすることにより、女性の就
労環境の向上を図り、誰もがいきいきと自分らしく生きる男女共同参画社会の実現を目指す。
【事業目標及びKPI】
①鎌倉市の就業者数に占める女性の割合 50％（令和７年度）
②「仕事と生活のバランスがとれている」と感じる市民の割合 50％（令和７年度）
③セミナー参加者 60人（令和３年度）
④再就労した人の数 ５人（令和３年度）
※実績
①42.6%（平成27年度）②52.5％（令和２年度）③29人（令和３年度）④調査中

①かまくら主婦‘ｓネットワーク（市民団体）
②近隣各市（藤沢、逗子市）、ハローワーク藤沢

①セミナーの企画、運営、ホームページ、フェイスブック等による情報提
供等を担う。
②就労支援窓口でのチラシ配架を行う。



事業の概要

日時 テーマ 参加者数

第1回 令和３年（2021年）５月21日
【働きだす準備】

・子育てをしながら再び「自分らしく」働きだすために、まずは
知っておこう！自分の「得意」と「つよみ」

大人7名
託児2名

第2回 令和３年（2021年）６月25日
【働く知識】

・子育てをしながら再び「イキイキ」働きだすために、今できるこ
とから始めよう！』

大人13名
託児3名

第3回 令和３年（2021年）７月16日
【働くトレーニング】

・子育てをしながら再び自分らしくいきいき働くトレーニング

大人3名
託児2名

第4回 令和３年（2021年）９月17日

【働く出会い】

・自分のライフ・キャリアストーリーを考え、将来をイメージして今
を見つめよう！
・求人・企業の紹介

大人6名
託児2名

（参考）

第２回女性のセカンドキャリアステップセミナー
のちらし

（オンライン1名）
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